












































































場所＊ 部分 0 全体 1
地平線＊ なし 0 あり 1
木の幹＊ 線、部分 0 太さ 1
葉＊ なし 0 あり 1
幹の傷＊ あり 0 なし 1








































A 2 1 5
B 1 3 0












6点 5点 4薫 3撚
上昇型 1 4 2 0
下降型 1 0 2 0
山　型 0 3 1 0












低　濫 排卵 嵩温 緩灘舗騨 低濫畿蕎纒i撲婁陛蕎灘
ルート 2 3 2 5 6 2
階　段 2 1 0 0 0 0







6点 籔点 繧熱 3点
ルート 2 7 3 0
階　段 0 0 0 0





体温 低温 携卵 高温
36．0以下 3 4 0
36．8以上 0 0 2
体温無関連 7 6 10
注：数字はのべ人数を表す例：3相で3点をとれば3人とする
注：低得点とは3点以下をいう
＊基礎体温の変化と変化に伴う摂取カロリーの変化についてのタイプは、岡村（2009）に従った。
＊体温の変化のタイプは岡村（2009）に従った。
皿　考　察
1．ホルモン支配を受けて変化する基礎体温と感情は変化した。今回バウムテストを指標に
選び、6点法で採点した。その結果3／4に感情変化があった。残りの1／4は差がみられなかっ
たが、精度をあげた分析（国吉ら、1980）を行えば、差が出てくる可能性もある。また、1／4
の人には感情生活をコントロールできる強い自我の力があるかもしれない。
2．基礎体温の変化によってバウム得点が変化する人にっいて個人内変化を調べた結果から、
摂取カロリーの上昇型と、山型に高い得点がみられた。これらのタイプは高温期の摂取カロ
　リーが多いことが共通の特徴である。高温期に基礎代謝が高く摂取カロリーが多いとされる。
また、上昇型、山型ともに低温日や排卵日に得点が高く、高温日に得点が低い。これは、高
温期の感情はPMS（月経前症侯群）などにみられるように他の日に比べて不安定であるこ
　とからも理解される。
3．高得点群の分布から摂取カロリーに特徴がみられなかった。しかし、体温変化では、高
得点はルート型に最も多く、次に斜線型であった。ルート型は基礎体温変化の基準型であり、
成熟した女性にみられる。また、ルート型は、3相すべてにおいて高得点をとっている。こ
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れらのことから成熟型の女性には感情の安定がみられる。斜線型はルート型にむかう準備型
として捉えられるかどうかは今後さらに調べる必要がある。個人差は、発達過程に出現する
いくっかのタイプとして捉えるのがいいのか、それとも個人に比較的長期に渡って存在する
固定したタイプとして捉えたほうがよいのか議論する余地が残されている。
4．低得点にっいて分析した結果、多くはカロリー摂取や基礎体温の高低と関連してなかっ
た。これらのことは、低得点は身体の条件（カロリー摂取や基礎体温変化）以外のもの、例
えば自我強度（自らの欲求と自分がおかれている社会での現実とをどう調和して表現してい
　くかに関して適応的であること）の弱さや、社会や大学、家庭においてストレスを受けてい
ると考えられるが、精査の必要がある。
5．基礎体温の変化によってバウム得点が変化しなかった群について、多くの上昇型カロリー
摂取型で高得点が多い。また、高得点がルート型体温変化型に多くみられる。以上から、感
情がホルモン変化の影響を受けない人達は、高温期の摂取カロリーが多い人やルート型の成
熟した体温曲線をもっている。身体が成熟することで月経サイクルが規則的に繰り返される
ため、自我が体調をコントロールしやすくなると考えられる。
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